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Abstract :
The aim of this study was to come closer to resolution of problems that occur on entering 

wheel gymnastics into the community-based sports club. Here, I considered particular issues 
from two aspects.

First, there are the problems attributed to its motional property. Those are the club side’s 
concerns about safety of the sport. So I investigated characteristics of beginners’ skills and 
feelings, and showed basic methods of beginner coaching to dispel that kind of concerns. The 
second are management problems. One is space. Wheel gymnastics activity needs big space, 
so it’s effective to seek the cooperation of local administration to lend the space by insisting 
public interest of the activity and its achievements. Another management problem is to secure 
funds. It’s effective to join forces with parent organization like Japan Wheel Gymnastics 
Association, and apply for subsidy.
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１．はじめに
１�）総合型地域スポーツクラブ設立の社会的背
景
近年の青少年の体力・運動能力の低下傾向、

身近なスポーツ環境の整備充実の必要性の高ま
り、国際競技力の長期的・相対的低下傾向等の
諸課題に対応し、日本のスポーツ振興施策を体
系的・計画的に推進するため、スポーツ振興法
に基づき、2000年にスポーツ振興基本計画

（2006年改訂）が策定された。計画では次の３
つの方策を挙げ、その上で2001年から概ね10
年間（2001年〜2010年）で達成すべき「政策
目標」と「具体的施策」を挙げている。

ａ．地域におけるスポーツ環境の整備充実方策
ｂ．我が国の国際競技力の総合的な向上方策
ｃ�．スポーツの振興を通じた子どもの体力の向

上方策
方策ａの政策目標として、生涯スポーツ社会

の実現のため、できる限り早期に、成人の週１
回以上のスポーツ実施率が50％となることを
目指しているが、その具体的施策のひとつとし
て、「総合型地域スポーツクラブ」の全国展開が
図られている。計画には2010年までに全国市
区町村において少なくとも一つは総合型地域ス
ポーツクラブを育成（創設および創設準備）す
るという施策が明記されており、国は日本体育
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協会や都道府県体育協会に対して、運営面や金
銭的なサポート等を積極的に行っている状況で
ある。

総合型地域スポーツクラブの数は、2002年度
には541であったが、2008年度には2768と、過
去６年間で2.5倍に増えており、総合型地域ス
ポーツクラブは急速に普及してきているといえ
る。また、2010年までに全国市区町村において
少なくとも１つは総合型地域スポーツクラブを
育成するという施策が掲げられている中、2008
年7月の時点で、全国1810市区町村中、1046の
市区町村において、クラブが育成されている。
クラブの育成率には地域差があり、スポーツに
対する考え方や各市町村の人口規模や高齢化、
過疎等の様々な要因が存在するものと考えられ
ている（1）（2）。

２）総合型地域スポーツクラブの特徴
総合型地域スポーツクラブとは、地域住民が

主体的に運営する、非営利的なスポーツクラブ
である。総合型の意味するところは、クラブに
以下のような特徴が盛り込まれているというこ
とである。
ａ．多様な種目が用意されている。
ｂ�．子供から高齢者まで、多様な世代・年齢層

の会員が参加できる。
ｃ�．初心者からトップレベルの競技者まで、多

様な技術レベルの会員が活動することができ
る。
これまで日本で多く見られた、ママさんバレ

ーや野球少年団のような、単一種目、限定的な
年齢層のクラブではなく、あくまで複数の種目
があり、幅広い年齢層がいつでも気軽に参加で
きるクラブであることをスポーツ振興計画では
定義している。この総合型地域スポーツクラブ
という概念は、ヨーロッパで発展している地域
スポーツクラブを手本としているものである。

2009年に開催された総合型地域スポーツク
ラブに関する有識者会議によると、クラブの設
立効果に関する調査から、総合型地域スポーツ
クラブが国民のスポーツ実施率の向上に寄与し
ていることがうかがえ、さらに、世代間交流等
の地域社会の活性化や再生に寄与していること

がうかがえるとの報告があった（1）。総合型地域
スポーツクラブ育成の最大の目的は、先に述べ
たように、誰もが気軽にスポーツに親しめる生
涯スポーツ社会の実現であるが、地域のコミュ
ニティの核として、青少年の健全育成、地域教
育力の回復、地域の健康水準の改善等の社会的
なメリットも期待されている。

３）クラブが抱える課題例
総合型地域スポーツクラブは地域住民の主体

的な運営のもと成り立つクラブであるため、資
金捻出の自助努力を行う、会員のボランタリズ
ムを促す等、それぞれのクラブで運営を工夫し
ていく必要がある。また、それに伴い個々のク
ラブにおいて、さまざまな運営上の課題もあが
っている。2008年度に実施された総合型地域ス
ポーツクラブに関する実態調査によると、「ク
ラブの現在の課題」は【図１】のとおりである。
50％以上のクラブがあげている項目は、会員の
確保（66.8％）、指導者の確保（52.9％）、財源
の確保（51.6％）であり、その他にも、活動種
目の拡大（29.2％）、活動拠点施設の確保（26.9
％）、学校関係者の理解（26.7％）、行政との調
整（24.9％）、既存団体との関係（24.1％）など
が挙げられている（2）。総合型地域スポーツクラ
ブは、2000年に策定されたスポーツ振興計画を
期に、日本において始められた新しい取り組み
であるため、様々な課題が浮上してくるのは当
然のことである。その課題を明確化し、考察を
深めていくことが解決策を導き、さらによりよ
いクラブへと発展することにつながって行くと
考える。

４）本研究の目的
これまで国の施策によってクラブの数を急激

に増やしてきた。しかし現在、優秀な指導者や
クラブマネジャーの確保、そして、クラブが提
供するプログラムの充実等、クラブのソフト面
が追いついていない状況にある。このような行
き詰まりを打開する策のひとつとして、着手し
やすい事柄がプログラムの充実、つまり新しい
種目をクラブに導入させていくことであると考
える。そこで着目したのがラート（ⅰ）というニュ
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ースポーツである。ラートは関節に負担のかか
らない、ゆっくりとした運動であるため、現在、
小学生から中高年の方まで、幅広い年齢層の愛
好者が存在する。そのようなことから、総合型
地域スポーツクラブに適合しやすく、さらに、
新しく珍しいスポーツとして、会員をひきつけ
る種目であると考えた。しかし新規種目のラー
トを、既存の総合型地域スポーツクラブに導入
してもらおうと交渉する際には、当然ながら
様々な課題が発生すると考えられる。導入検討
の交渉をスムーズに進めるために必要なことは
何か、という観点で、ラートという種目特有の
課題を整理していきたい。

そこで本研究においては、新規種目のラート
を、既存の総合型地域スポーツクラブに導入さ
せていく際に発生する課題について考察を深
め、その解決策を導くことを目的とする。

２．新規種目導入に伴う一般的影響
ラートに限らず、既存のクラブに新しい種目

が加わると、クラブ側にはどのようなメリット
が生まれ、そして、導入を交渉する側にはどの
ような努力が求められるのか、といった、新種
目導入の際に生じる一般的な影響について先に
述べる。

１）総合型地域スポーツクラブ側のメリット
総合型地域スポーツクラブは、多くの地域住

民のコミュニティとしての役割がある。そのた
め、競技力向上を目指す人々のためだけのクラ
ブであってはならないし、子供だけを対象とし
たクラブというのも「総合型」の目的を果たす
ことにはならない。総合型地域スポーツクラブ
は、多くの世代、多様な目的・志向を持った
人々を受け入れ、それぞれの体力レベルにあっ

図１．クラブの現在の課題
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資料：平成20年度総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果概要（2）より
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たプログラムを提供していくことが必要であ
り、色々な人が自分にあったスポーツとのかか
わり方を、広く選択できるクラブであることが
重要になってくる。また、クラブが地域に根付
き、住民が永くそのクラブに関わって行くこと
ができるように、それぞれのライフステージが
変わっても、それに応じたプログラムを選択で
きるということが、理想の形である。このよう
に、きめ細かく住民の様々なニーズを満たして
いくためにも、総合型地域スポーツクラブが多
種目、多様なプログラムを用意しているという
ことは、必要な要素となってくる。１－３）で
述べたように、クラブが抱える課題として「活
動種目の拡大」が挙げられているが、新規種目
を導入することで、それらの課題の解消にもつ
ながる。さらに、住民のニーズに応じた種目や、
今まで体験したことのない新鮮な魅力あるプロ
グラムが加われば、会員数も増加し、多くのク
ラブが課題としている「会員の確保」にもつな
がって行くであろう。

クラブがたくさんの種目を用意しているとい
うことは、様々な人々のニーズを満たすことが
でき会員の確保につながる、ということの他に
も、多くの社会的なメリットがあると考える。
例えば、９歳から12歳ごろのゴールデンエイ
ジと呼ばれる世代は、発育・発達の観点から動
きの巧みさ、運動技能を習得するのに最適な時
期であるとされている。このころは、大人顔負
けの高度なテクニックを身につけることもで
き、さらに一度習得した運動技能は年齢を重ね
ても忘れることがない。このような時期に、多
くのスポーツ種目を経験しておくことは、その
後の成長や運動能力の向上にもとても良い影響
を与える。また、多くのプログラムが用意され
ていることの利点として、例えば、目的や趣味
嗜好の異なる会員も同じクラブに通うことが可
能になり、新たな交流が生まれるきっかけとな
ることが挙げられる。また、家族がそれぞれ違
う種目に関わっても、同じスポーツクラブにお
いて一家で楽しむことができる、といったこと
も考えられる。

２）導入を交渉する側に求められる努力
まず、導入交渉前に必要なこととして、既存

のクラブを理解することが必要不可欠である。
総合型地域スポーツクラブは、設立段階から、
創設メンバーを含む地域住民が何度も話し合い
を重ね、創設を進めてきたはずである。例えば

「なぜ総合型地域スポーツクラブを創るのか」
ということから、「どのような形で、クラブは住
民のスポーツライフを支えていくのか」といっ
たことまで、地域の特性を考えて様々な角度か
ら検討し、共感できる理念や目的を創り上げ、
共有し、クラブは成り立っている。新規種目を
導入させようとする側は自分たちの主張の前
に、そういったクラブ側の理念を十分理解しな
ければならない。また、これまでのクラブの活
動の歴史や実績も、十分に尊重する姿勢で臨ん
でいかなければ、相手に受け入れてもらうこと
は難しくなると考える。

特にあまり広く知られていないスポーツ種目
に関しては、クラブ側と慎重に信頼関係を構築
していく必要があろう。そのためには相手の立
場に立ち、様々な事柄を明確に示していく必要
がある。相手の立場に立って考えると、大きく
分けて二種類の視点が考えられる。一つ目は、

「相手にとって有益なことは何か」ということ
である。その新しい種目をクラブに取り入れる
ことによって、どのような年齢層の会員にとっ
て、どのような身体的効果があり、どのような
心理的な効能が期待できるのか、さらに、その
種目を続けることによって、会員同士でどのよ
うにコミュニケーションが深まっていくのか、
といったことである。さらには、新しい種目を
取り入れることによって、どのようにクラブが
良くなり、ひいては地域が良くなっていくのか
というところまで、その種目の魅力や、それを
取り入れることのクラブ側のメリットを、誰に
でもわかりやすく噛み砕いて伝えることで、相
手にとって何が有益なのかという事柄を明確に
示す。

二つ目は、「相手が不安に感じていることは
何か」ということである。クラブのスタッフが
今まで経験したことのない種目を取り入れると
きなどは、その種目の安全性や難易度等、不安
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に感じる点は多々出てくる。特に安全面に関し
ては、クラブ側も慎重になる部分である。昨今、
教育現場や運動指導現場において、子供の怪我
や突発的な体調の変化を、指導者の責任として
訴訟問題まで持ち込まれるケースが多々ある。
活動中にどのような事故が起こり得るかを予
見・予測する「危険予見義務」と、予見した危
険に対して、適当な対策を講じる「危険結果回
避義務」は、スポーツの指導現場では強く求め
られる（3）。クラブ側の不安を払拭するために
は、導入させようとする種目の危険度、そして、
それに対する安全対策について、しっかりとし
た説明をしなければならない。逆に、これまで
の怪我の症例研究や緊急対策などの基盤がしっ
かりとしていると、クラブ側の不安も軽減さ
れ、信頼度も高まってくると考える。怪我の問
題だけではなく、これまでの実績や、体験した
人々の感想等を、簡単にわかりやすい資料とし
て相手に提示することも、安心感を得ることに
つながるであろう。場合によっては、実際にク
ラブのスタッフに体験していただくことも、有
効である。

以上のように相手の立場に立ち、「相手にと
って有益なこと」、「相手が不安に感じているこ
と」という二つの視点から考えられる事柄を明
確にし、ひとつひとつ説明し、必要に応じてそ
れらを簡単な資料として提示することが、導入
を交渉する側に求められることであると考える。

３．ラートに特徴的な課題と考察
次に、ラートを既存の総合型地域スポーツク

ラブに導入させようと交渉する際に生じる、特
徴的な課題について考察を深めて行きたい。
１）ラート運動について

まず、ラート運動の説明を行う。ラートは二
本の同じ大きさの鉄のリングが、ステップバ
ー、開脚バー、グリップバーによって溶接され
ており「揺れる」、「転がる」という器具の特性
をもつ【図２】。その器具の特性をいかして様々
なラート運動が行われる。主な運動内容は以下
の３種類に分類されている。
ａ�．直転：ラートをまっすぐに回転させながら、

その中で姿勢変化や様々な運動を行う【写真
１】。

ｂ�．跳躍：ラートをまっすぐに転がし、助走を
して跳び乗り、跳び降りる一連の動きの中で
様々な運動を行う【写真２】。

ｃ�．斜転：一本のリングのみでラートを螺旋状
（コインが倒れて回転するように）に回転さ
せながら、その中で姿勢変化や様々な運動を
行う【写真３】。
このようにラートは、多方向に転がる器具の

特性により多彩な運動内容を可能にする。つま
りラートは、三次元の空間をダイナミックに使
って非日常的な身体感覚、特に運動遊びの中で
も「めまい」（ⅱ）を楽しむための器具として適し
ているといえる。

図２．ラート
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初心者が一番初めに体験する運動課題のひと
つとして、直転の「側方回転」という技があげ
られる【写真４】。足部をベルトでステップに固
定し、両手でバーグリップを握り側方に回転す
るという技であるが、側方回転の技術は、他の
類似の運動課題において、基本となる技術を多
く含んでいる。

２）運動特性上の課題と考察
ラートは重量のある鉄でできた、円形で動き

の不安定な器具である。また、側方回転に見ら
れるように、頭部が下になる局面がある。その
ような特徴から、ラート運動の安全面に対する
不安を感じる人は少なくないだろう。ラート運
動を体験したことのない人から「足はベルトか
ら抜けることはないのか？」、「回転を自分で制
御できるのか？」、「筋力は必要なのか？」とい
った質問をよく受ける。また逆さの状態で、指
示されたとおりに自分の体をコントロールでき
るものなのか、といった不安もあるだろう。こ
のような不安感を払拭することが、ラートを導
入交渉する際の第一の課題であると考える。そ
こでラート運動を行ったことのない初心者は、

習熟していない段階ではどのような動きをする
傾向があるのか、といった特徴と、それを踏ま
えた指導上の安全対策の考え方を示して行くこ
とにする。

2004年９月２日、ラート運動を行った経験の
ないＴ大学の大学生26名（男性３名、女性23
名）を対象に、側方回転におけるラート初心者
の特徴を、ビデオ観察と内省調査の観点から調
べた（4）。そこで明らかになった初心者の主な特
徴を以下に述べる。
ａ．足首の背屈ついて

側方回転を行う際の足部の使い方として、つ
ま先を伸ばして足部をベルトに固定する方法が
基本の技術である【図３】。側方回転を実施する
前の段階で正しい技術について説明し、つま先
の使い方について部分的に体験させたにも関わ
らず、いざ側方回転をしてみると、それができ
ずに【図４】のように回転の途中で足首を背屈
させる被験者が見られた。

そのような動作が見られた被験者は全体の
85％であり、正しい技術ができた被験者が全体
のわずか15％であった。それにも関わらず、内
省調査により「つま先を伸ばすこと」について

写真１．直転 写真３．斜転写真２．跳躍

写真４．側方回転
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46％の被験者が「できた」または「どちらかと
いえばできた」と肯定的に捉えており、実際の
様子と一致しない。このことから、一部の被験
者の中には、回転中の自分の状態を正確に把握
できていない様子が伺える。足首の背屈の原因
は、つま先を伸ばして足部をベルトに固定する
技術が未熟なために、足首を背屈させること
で、ベルトに足をひっかけようとする動きがお
こったものと考えられる。
ｂ．首の背屈について

側方回転を行う際、顔を正面に向けて回転す
ることが基本であり【図５】、被験者に対して説
明も行った。しかし被験者の中には、【図６】の
ように回転の途中に首を背屈させる者が54％
見られた。そして首の背屈と同時に、腕を伸展
させる動作も多々見られた。

側方回転は、マット運動における側方支持回
転と類似した運動であるが、その運動では床を
見て着手することが基本である。被験者にとっ
てマット運動における側方支持回転の方がより
身近な運動であるため、ラート運動における側

方回転でも、被験者は首を背屈させて床を見た
という可能性もあると考えられる。また慣れな
い運動の場合、運動制御が不十分であるため生
得的な反射がでやすい。首の背屈は、立ち直り
反射（ⅲ）により頭部の位置を一定に保とうとす
る反応が現れたということも、一つの要因なの
ではないかと推測できる。
ｃ．回転操作について

側方回転を実施する前の段階で、どのように
回転の勢いをつけ、側方回転に入っていくかと
いう準備動作の説明と確認を行ったが、それが
できずに側方回転を開始できなかった被験者が
全体の８％見られた。また回転を開始できたも
のの、その途中でラートが停止した者が69％も
見られた。その中でも、ラートが90度ほど回転
したとき、つまり身体が床に対して平行になる
局面で停止した者が多かった。回転の勢い不足
と、重心移動ができていなかったことが主な原
因と考えられる。そして、途中で停止せずに、
補助なしでラートを一回転させることができた
被験者が23％であった。

図３．正しいつま先の使い方

図４．足首の背屈が見られた被験者

図５．顔を正面に向けた側方回転 図６．首の背屈が見られた被験者
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ｄ．興味度と恐怖心について
実験時は側方回転の技術指導だけでなく、運

動遊びも含め、一時間ほどラートを用いた指導
プログラムを実施した。その時間を通したラー
ト運動全般の運動感について「興味度（楽しか
ったかどうか）」、「恐怖心（怖かったかどうか）」
などの観点から被験者にアンケートを実施し
た。

興味度に関して「そう思う」、「どちらかとい
えばそう思う」と答えた被験者は100％であっ
た。被験者全員がラート運動を少なからず楽し
いと感じた要因の一つとして、器具の中に入っ
て揺れる、転がる、移動するといった、日常生
活では味わえない新鮮な感覚が、楽しさやおも
しろさにつながったものと考えられる。このこ
とは、自由記述の感想において、『重心のかけ方
で動きが変わるのでおもしろい』、『初めて感じ
る感覚で楽しかったです』という、新たな感
覚・経験に関する記述が見られたことからもう
かがえる。また、『ちょっと怖かったけど楽しめ
ました』という記述もみられ、慣れない運動に
対する恐怖心はあったにも関わらず、ラート運
動を楽しむことができたと考えられる。被験者
についての実態調査で、「ラート運動を以前か
ら体験してみたいと思っていましたか？」とい
う質問に対して、約１割の被験者は、「どちらか
といえば思っていなかった」と答えたが、一時
間のプログラムを終え、被験者全員が興味度に
関して「そう思う」、「どちらかといえばそう思
う」と答えた結果となった。

恐怖心に関して、「そう思う」、「どちらかとい
えばそう思う」と答えた被験者は、54％であっ
た。半数以上の被験者が何らかの恐怖心を感じ
ていたのは、『普段はしない姿勢なのではじめ
は少し怖かった』という記述からうかがえるよ
うに、慣れない姿勢に対する不安感が恐怖心に
つながったものと考えられる。

以上のようなラート初心者の特徴を踏まえ、
指導上の安全対策の考え方を示して行く。まず
ａの、足首が背屈してしまい足をベルトに固定
することができない、という特徴から、初心者
は足がベルトから抜けやすくなり、落下の危険
性が発生するということがいえる。落下防止の

ために、補助ビンディング（ⅳ）の活用が有効で
あると考える。85％もの被験者が、つま先を伸
ばして足をベルトに固定する技術ができていな
いことから、それが初心者にとって難しい技術
であるといえる。さらに、内省調査による技術
の自己評価と、ビデオ観察による実際の技術の
出来・不出来が一致していなかったことから、
初心者にとって、回転する中で意識的にコント
ロールすることが困難な技術である、というこ
ともうかがえる。事前に技術指導したからとい
って、初心者がすぐにできるようなものではな
いため、ラートに慣れ、自己の身体を意識でき
る余裕が出来るまでは、補助ビンディングを活
用することが賢明であると考える。次に、ｂの
特徴のように首が背屈してしまうと、大部分は
腕が伸展し腹部が前に突き出し、体が反った状
態になることが多い。そのような姿勢では、重
心移動によりラートを進めていくことが難しく
なり、さらに、腹部が前に出ることにより身体
重心がラートから外れ、器具が横に揺れてしま
うことがある。特に、体重の多い男性、さらに
適正サイズより小さめのラートを用いている場
合には、ラートが揺れやすくなるため注意が必
要である。顔を正面に向けさせるためには、回
転中に目線を向ける目印のようなものを示して
おくことが、有効であると考える。例えば、床
を見るのではなく、「壁にかかった時計を見る
ようにする」などである。ただ、「前方を見るよ
うに」という指示よりも、具体的で動作に現し
やすいものと考える。また、ラートが横に揺れ
てしまったときに、揺れを止めるための補助者
をつけることも安全対策の強化につながる。ｃ
の、回転の途中でラートが停止してしまうとい
う特徴からも、ラートを押し進める補助をする
者が必要である。ｂ、ｃの特徴から、ラート運
動は補助者と二人組みで行うことが望ましいと
いえる。最後にｄに示した特徴より、ラート運
動は初心者にとって、楽しさを感じながら取り
組むことができる運動であると同時に、半数が
何らかの恐怖心を感じていたことがわかった。
初心者が恐怖心を軽減していくことができるよ
う、また、怪我を予防する観点からも、レベル
に応じたプログラムを実施し、安全に配慮した
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指導と環境づくりを行っていく必要がある。ま
た、初心者を安心させる言葉がけも重要である
と考える。

以上のように、初心者の特徴と安全対策の考
え方を明確にしたが、今後は、これらを踏まえ
た安全管理マニュアルの作成、技を発展させる
際の注意点の明確化等を行い、可視的にひとつ
の資料として示していくことが、導入交渉をス
ムーズにするために必要になってくるであろう。

３）活動運営上の課題と考察
次に活動を行う際に生じる、運営上の課題に

ついて考察して行く。ラートに特徴的な課題と
なるものは、主に、活動場所と器具保管場所を
含めた場所の確保、そして資金の確保の二点で
ある。
ａ．場所の確保について

使用するラートのサイズは、個人の身長や競
技部門によって変わってくるが、おおよそ直径
２ｍほどである。それが２次元、３次元的に回
転するのであるから、広い場所が必要となって
くる。ラート競技の競技エリアは、参考までに
直転において３ｍ×23ｍ、跳躍において３ｍ
×20ｍ、斜転において14ｍ×14ｍである。広
い活動場所、さらに器具の保管場所に関して、
クラブ自身の所有施設がない限り、公共の体育
館を借用する、または学校開放事業（ⅴ）を活用
して体育館を使用させていただくということが
現実的である。行政さらに学校関係者の理解を
得て、場所確保のための協力を仰ぐには、どの
ようなことが必要になってくるのか考察して行
く。まず、ラートにおける地域貢献性を主張で
きるかどうかが重要であると考える。先に２－
２）で述べたことと重なる部分もあるが、地域
住民がラートを行うことによって、住民に対し
てどのような利益をもたらすか、さらにはどの
ように地域が良くなっていくのかという地域貢
献性を伝えていくことで、行政の協力も得やす
くなると考える。また、種目の魅力を端的に、
根拠をもってわかりやすく説明できることが説
得力を生む。例えば「ラート運動は、各自のペ
ースや好みに合わせて技を選択し、発展させて
いくことが可能であるため、運動に抵抗がある

子供も取り組みやすい種目である」などであ
る。事前にラートのアピールの仕方、魅力をま
とめておく必要があるだろう。そして、活動実
績も重要な要素である。過去にどのような活動
を行ってきたのか、伝えることが出来れば信頼
度も上がると考える。
ｂ．資金の確保について

ラートを総合型地域スポーツクラブに導入さ
せていくために、どのようなステップが考えら
れ、その際必要な資金はどのようにして確保す
るか、ということを考察して行く。既存のクラ
ブにはそれぞれの理念があり、またクラブの会
員層や需要、さらにクラブの事情などそれぞれ
異なる。そのようなこともあり、導入にあたっ
ては、少なくとも１つのクラブで定期的な教室
開催をさせていただくことを目標として、複数
のクラブに交渉していくことが望ましい。交渉
の際にはそれぞれのクラブでラート体験会を開
催し、ラートのおもしろさやむずかしさ等を実
際に地域住民に体験してもらうことが有効であ
る。ラートは個人の身長によって、適正サイズ
が異なることもあり、体験会では大きさの異な
るラートを複数用意する必要がある。また、安
全強化のために補助ビンディングも必要であ
る。現在、ラートの器具自体は一台約20万円で
ある。高額なこともあり、体験会用にラートを
数台購入することは現実的ではないと考えられ
るため、ラートと補助ビンディングを日本ラー
ト協会からレンタルするという方法がある。そ
の際、ラート導入に向けた体験会開催が、ラー
トの普及・振興につながるという接点をもと
に、日本ラート協会と協力することが、双方に
とって有用であると考える。体験会実施のため
の費用を確保するために、独立行政法人日本ス
ポーツ振興センターや笹川スポーツ財団など、
スポーツ振興機関の補助金、助成金制度を利用
したい。しかし補助金・助成金は、各種目の母
体となるスポーツ団体（日本ラート協会など）
でなければ、申請が難しい部分があるため、協
会と協力することが必要となってくる。助成金
が日本ラート協会におりれば、ラートの無償レ
ンタルも可能となり、さらに器具運搬の費用も
助成金でまかなうことができるなど、様々な点
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で体験会開催にあたっての利点が生まれる。
以上のように、活動場所の確保や資金の確保

において、お互いにメリットが発生する形で協
力を仰いでいくことが必要となってくる。

４．おわりに
新規のスポーツ種目が、既存の総合型地域ス

ポーツクラブに加わっていく過程で、導入を交
渉する側は様々な人や機関に対して、種目の説
明、そして導入の説得をしていく段階がある。
その際根本的に重要なことは、相手の立場にた
つという意識である。その種目の関係者の間で
は当たり前のように把握していることでも、他
で通用するとは限らない。そのため、周囲の理
解を得るために、誰にでもわかる言葉で説明で
きること、加えてわかりやすい資料等を準備す
ることが、円滑に物事を進めていくために必要
な手立てとなると考える。さらに、そのような
作業を経ることによって、種目に対する信頼が
深まり、様々な分野からの協力を得ることにつ
ながっていくのではないかと考える。

最後に、これまでスポーツをする環境は、学
校や行政から提供されるもの、または民間のフ
ィットネスクラブなどで、客として受けるサー
ビスという意識が高かった。しかし現代は、国
が総合型地域スポーツクラブ育成に、多大な予
算と労力をかけていることからもうかがえるよ
うに、これからは地域住民自らが、スポーツを
する環境を創り出し、地域に密着する形でそれ
を維持していくことが求められている。他力本
願的なやりかたでは、安定した生涯スポーツ社
会が実現していかないのだ。総合型地域スポー
ツクラブには、生涯スポーツ社会の実現のみな
らず、現代社会に不足している地域コミュニテ
ィの構築、地域による教育など、多くの役割が
期待されている。もともと、総合型地域スポー
ツクラブという概念は、ヨーロッパで発展して
いる地域スポーツクラブを手本としているもの
であるが、ヨーロッパ、特にドイツではこのよ
うなクラブ文化はすでに根付いている。空いて
いる時間に人々は自然とクラブに集まり、地域
の仲間と共に、健康的な時間を過ごしているの
だ。日本においても様々な課題を乗り越え、そ

して総合型地域スポーツクラブ文化の定着を通
じて地域が活性化し、人々の暮らしが豊かにな
るように願う。

【注】
（ⅰ）　ラートはドイツ語で「Rhönrad」という。そ

の語源は、発祥の地「Rhön」と、ドイツ語で輪の
意味を持つ単語「Rad」を合わせたものである。
日本では「Rhön」の発音が難しいことから「Rad」
のみを引用し「ラート」という親しみやすい名称
で呼んでいる。英語では「wheel gymnastics｣ と
呼ばれている。

（ⅱ）　ロジェ・カイヨワは遊びの要素をアゴーン
（競争）、アレア（偶然）、ミミクリー（模倣）、イ
リンクス（めまい）に分類した。めまいはそのう
ちの一つで、心理的、身体的均衡を失わせる動作
すべてを含む。回転したり、跳び上がったり、重
心の位置を急激に変化させる運動は、心身の均衡
を失わせるおもしろさをもっている（5）。

（ⅲ）　動物が体位を正しい位置にとり直し、また正
しい体位を保とうとする時の一連の反射群であ
り、人間は頭頂を天に戴いて、重力方向に対して
顔が垂直に、口が水平になる体位をつくりだす。

（ⅳ）　補助ベルトともいう。通常のベルトにかかと
を覆う部分を付け加えたもので、それにより、ベ
ルトから足が抜けない仕組みとなっている。

（ⅴ）　学校の体育施設を、学校教育に支障のない範
囲において地域住民のスポーツ活動に供する事
業。
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